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法に基づく３次元全応力解析により基礎スラブの全体沈下挙動を把握した上で、２次元有効応
力解析により局所沈下挙動を検討する段階評価が有効であった。沈下解析では、モデル更新に
より実測値と解析値との差異を低減しつつ、杭と地盤の荷重分担率や過剰間隙水圧の消散過程
等の沈下メカニズムを考慮した基礎構造の性能評価が可能であることを確認できた。 
 第４章と第５章を通じて、建築物の規模および沈下の継続時間によらず、提案法がパイル
ド・ラフト基礎の沈下に関わる性能評価に有望であることを確認できた。パイルド・ラフト基
礎は杭基礎と直接基礎の支持機構を合わせ持つ。よって、提案法は杭基礎や直接基礎に対して
も有望と考えられる。 
 第６章では、各章のまとめを要約し論文の結論としている。 
 以上の沈下モニタリングによる基礎構造の性能評価に関する研究は、従来は上部構造で実施
されていた構造性能評価を基礎構造の分野で実施した点に大きな特徴があるが、特に以下の点
で新規性が認められる。（１）上部構造の安全性、機能性、および居住性に着目した基礎構造
の性能評価のための要求性能と評価指標を提案した。（２）現実的に可能な範囲で実施した空
間分解能が低い沈下計測と、その沈下計測の空間分解能を補完する目的での沈下解析を併用す
るモニタリング手法を提案し、その有効性を実建築物に適用することにより明らかにした。（３）
パイルド・ラフト基礎の簡易沈下計算手法として等価荷重面法を提案し、その有効性を示した。
これらの項目は、いずれも学位請求者による実大杭の載荷試験、実建物での沈下計測、および
沈下解析に基づき十分な検証が行われており、信頼性の高い内容となっている。本論文は、構
造工学と建築物の維持管理の分野に多大に寄与する内容であり，博士（工学）の学位論文とし
て価値があると判断する。 
